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研究成果の概要（和文）：　昨年の単著『統合の終焉』（岩波書店）の刊行に引き続き、今年度は『ヨーロッパ統合史
』の増補版を公刊し、統合とは逆向きの解体の研究を加味した形で近年の憲法・ユーロ危機をあとづけ、その意味を思
想、政策的に探る作業を別途論文の形で公刊した。とりわけユーロ危機の実証研究を進めるに当たり、不信ゆえに各国
分断と統合が同時に進むさまを明らかにしたことは、研究の大きな進展を意味する。
　ユーゴやソ連などの連邦解体の議論への比較参照がなかなか進まなかったものの、ユーロ危機に沿った形で逆統合を
考察する体系的な著書・論考の執筆を優先したことになった。今後につながる多くの着想を得た。

研究成果の概要（英文）： The research project was highly productive, as it went through its final year. 
Following the publication of a big tome last year (“The End of Integration,” Iwanami), I have edited 
the new version of “History of European Integration,” and published a number of articles, while 
presenting our arguments on so many occasions. With the case study of Euro crisis, I have clarified the 
mechanism with which the processes of both integration and disintegration proceed. There are the 
incentives both to avert anger on the part of assisted member states and to take direct responsibility on 
the part of assisting states, thereby delegating to Brussels, and at the same time to carefully avoid 
excessively shouldering the risks, amid the accumulated mistrust.
 I intend to make use of this observation when overhauling the next edition of “History of European 
Integration,” which will be the theme of the next large-scale MEXT project.
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１．研究開始当初の背景 
 
研究開始当初の背景は 3 つあった。まず、

EU は 2005 年の仏蘭国民投票による憲法条約
批准拒否以来、ユーロ危機の恒常化など、危
機的な状況にある。何よりも現場の観察に基
づいた現状把握の必要性がある。第２に、計
1200 頁に及ぶ大著『〔原典〕ヨ－ロッパ統合
史―史料と解説』（名古屋大学出版会 2008
年）・『ヨーロッパ統合史』（通史篇、同）を
まとめたが、本研究は、その延長にあり、21
世紀の EU の歴史を逆統合の文脈の中で再把
握したい。最後に、従来の研究の多くが、や
やもすると一方向的に進行する現象として
「統合」を捉え、逆向きの現象を十分に理
論・政治過程的に検討してこなかったという
反省があった。 
 
２．研究の目的 
 

以下の５つの方向で学術的な目的を追求
したいと考えていた。 
1）新しい EU 研究：統合とは逆向きの解体の
研究を加味することにより、統合と逆統合の
双方が交錯する EU のリアルな動態分析が可
能となる。 
2）21 世紀欧州の歴史的理解：『ヨーロッパ統
合史』の最終章は 21 世紀を扱っているが、
その書き方が立体的となり、遡って過去の
「統合」過程の解釈にも変化が生じよう。つ
まり、『ヨーロッパ統合史』の組み換えを狙
う。 
3）比較連邦解体史の登場：統合史ならぬ解
体史を水平的に比較することにより、政治史
理解が豊かになろう。構成国が分離傾向にあ
るときに働く決定的要因やアクターの特定
化に資するのではないかと考えていた。 
4）思想的含意：解体が進むとき、主権が作
用している可能性が高い。その実態と応答し
ながら、思想的に主権概念を見直す。 
5）政策提言志向：地域主義やグローバル・
ガバナンスの構築への政策的含意を引き出
し、我が国の外交安全保障政策への提言を視
野に収めて研究を進める。 
 
３．研究の方法 
 
 以下の３つの方法の組み合わせを念頭に
進めた。 
1）現状分析：（a）まず危機生成のメカニズム
を把握する。（b）特に政党、団体、メディア
に焦点を絞り、憲法条約、ユーロ、シェンゲ
ン危機について調査する。（c）現地調査を重
視し、ヒアリングを積み重ねること。 
2）比較連邦解体史の模索：（a）これらの危機
を他の類似例と比較する。（b）特に、ユーゴ
やソ連の解体の歴史と交錯させて考察する。
（c）それにより、アクターや要因の重要性を
推し量ること。 
3）含意の汲み取り：その延長上で、（a）主権

概念などへの思想的な含意と、（b）地域・世
界的な相互依存のガバナンスに対する政策
的な含意につき考える。これらの作業により、
（c）将来における大型科研への申請に向け、
共同研究態勢作りとインフラ作りに取り組
むこと。 
 
４．研究成果 
 
単著『統合の終焉』を岩波書店から刊行し、

さらに『ヨーロッパ統合史』の増補版を公刊
し、統合とは逆向きの解体の研究を加味した
形で近年の憲法・ユーロ危機をあとづけ、そ
の意味を思想、政策的に探る作業を公刊した。 
他方、ユーゴやソ連などの連邦解体の議論

への参照が進まず、それとの関連で欧州逆統
合をいまだ捉えられていない。くわえて、論
点整理した萌芽的なポジションペーパーの
執筆が、体系的な著書の執筆を優先したこと
により、遅れた。 
しかし、強調しておくべきは、ユーロや憲

法危機について、統合とは逆向きの解体の研
究を加味した形で本や論文をまとめたこと
である。これは研究の大きな進展を意味する。 
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